
平
成
19
年
第
１
回
長
島
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
川
添
健
町
長
が
「
施
政
方
針
」
を
述

べ
ま
し
た
。
新
町
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
項
目
を
施
政
方
針
か
ら
抜
粋
し
ま
す
。

　

私
は
、「
夢
と
活
力
あ
る　

福

祉
の
充
実
し
た
長
島
町
」
を
政

策
目
標
に
掲
げ
、
昨
年
の
４
月
23

日
、
新
長
島
町
長
に
就
任
し
、
10

カ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

合
併
と
い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

が
、
第
１
に
旧
町
間
の
融
和
と
、

地
域
間
格
差
の
解
消
を
念
頭
に
、

２
人
助
役
制
を
敷
き
、
議
会
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
議
論
し
、
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
施
策
を
展
開

い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

合
併
関
連
事
業
と
し
て
は
、
新

生
長
島
町
に
お
け
る
町
民
の
責
務

を
定
め
る
５
項
目
か
ら
な
る
「
長

島
町
町
民
憲
章
」
を
制
定
、
町
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
町
木
に
「
椿
」

町
花
に
「
す
い
せ
ん
」
を
指
定
し
、

12
月
に
は
、
長
島
町
誕
生
記
念
式

典
を
挙
行
し
、
長
島
町
の
限
り
な

い
発
展
を
誓
い
合
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
計
画
策
定
に
つ
い

て
は
、「
長
島
町
後
期
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
」、「
長
島
町
国
民

保
護
計
画
」、「
長
島
町
地
域
防
災

計
画
」
を
定
め
た
ほ
か
、
地
方
分

権
時
代
に
適
応
し
た
長
島
町
を
構

築
す
る
た
め
、「
長
島
町
行
政
改

革
大
綱
」
を
策
定
し
、
行
政
の
組

織
・
運
営
全
般
に
つ
い
て
点
検
を

行
い
、
行
財
政
改
革
推
進
の
基
本

と
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
合
併
時
に
統
一
が

で
き
な
か
っ
た
水
道
料
金
の
改
定

や
、
平
成
19
年
度
か
ら
新
た
な
任

期
と
な
る
消
防
団
の
再
編
を
行

い
、
初
年
度
と
し
て
は
順
調
な
ス

タ
ー
ト
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

　

わ
が
長
島
町
に
お
け
る
財
政
環

境
は
、
平
成
17
年
度
決
算
で
見
ま

す
と
、
旧
両
町
合
わ
せ
た
地
方
交

付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
は
43
億

７
８
０
０
万
円
あ
り
ま
し
た
が
、

義
務
的
経
費
が
41
億
６
４
０
０
万

円
で
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を

示
す
経
常
経
費
比
率
は
１
０
２
・

８
％
と
高
く
、
大
変
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
19
年

度
に
お
い
て
も
、
町
税
収
入
は
、

定
率
減
税
の
廃
止
や
所
得
税
か
ら

住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
一

定
の
増
加
が
見
込
め
る
も
の
の
、

地
方
交
付
税
の
削
減
が
予
想
さ
れ

る
た
め
歳
入
の
確
保
は
依
然
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま

た
、
歳
出
に
お
い
て
も
社
会
保
障

関
係
経
費
の
自
然
増
や
、
合
併
に

よ
る
格
差
是
正
等
社
会
資
本
整
備

の
経
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら

将
来
の
財
政
運
営
が
圧
迫
さ
れ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
民
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
情
熱
と
期
待
は

止
ま
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
が
平
成
19
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
長
島
町
総
合
振
興
計

画
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
振

興
計
画
を
フ
ル
・
デ
ュ
ー
・
プ
ラ

ン
の
愛
称
に
い
た
し
ま
し
た
。
Ｆ

ｕ
ｌ
ｌ(

フ
ル)

は
満
た
す
、
Ｄ

ｒ
ｅ
ａ
ｍ
の
夢
、
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

の
活
力
、
Ｗ
ｅ
ｌ
ｆ
ａ
ｒ
ｅ
は
福

祉
を
意
味
し
、
長
島
町
を
夢
と
活

力
と
福
祉
で
満
た
す
計
画
で
す
。

さ
ら
に
Ｄ
ｅ
ｗ
と
は
小
さ
な
水
滴

と
い
う
意
味
で
も
あ
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
町
民
一
人
ひ
と
り
は
小

さ
く
弱
い
け
れ
ど
全
町
民
で
希
望

に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
、
フ
ル
・
デ
ュ
ー
・

プ
ラ
ン
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画

に
掲
げ
た
６
項
目
の
総
合
的
な
推

進
方
策
は
、
第
１
に
夢
と
希
望
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
、
第
２
に
快

適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
、
第

３
に
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
第

４
に
健
康
で
生
き
が
い
の
持
て
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
、
第
５
に
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
・
文

化
の
ま
ち
づ
く
り
、
第
６
は
自
主

性
、
自
立
性
が
高
く
町
民
が
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
４
月
１
日
か
ら
、
業
務
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
福
祉
事
務
所
の

円
滑
な
運
営
と
事
務
事
業
の
充
実

で
あ
り
、
行
政
組
織
の
一
部
を
整

理
合
理
化
し
、
町
民
に
わ
か
り
や

す
い
ス
ム
ー
ズ
な
行
政
運
営
を
図

る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

政
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
各

種
の
事
業
計
画
や
予
算
に
基
づ

き
、
職
員
の
力
に
依
る
と
こ
ろ
が

大
で
あ
り
、
寸
時
の
停
滞
も
許
さ

れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
私

は
、昨
年
９
月
「
改
善
へ
の
五
則
」

を
定
め
、
①
笑
顔
の
対
応
、
②
ス

ピ
ー
ド
、
③
知
恵
と
汗
、
④
事
業

効
率
化
へ
の
努
力
、
⑤
夢
へ
の
挑

戦
を
お
願
い
し
て
、
窓
口
対
応
や

政
策
向
上
に
向
け
、
よ
り
強
力
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
予
算
の
大
綱

　

平
成
18
年
度
の
地
方
交
付
税
と

臨
時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
る
と

47
億
２
０
０
万
円
が
見
込
ま
れ
、

合
併
に
よ
る
財
政
措
置
等
に
よ
り

普
通
交
付
税
交
付
額
が
当
初
見
込

以
上
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
人
件
費
、
扶
助
費
、

公
債
費
の
義
務
的
経
費
が
40
億
４

３
０
０
万
円
の
予
算
と
な
る
見
込

で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
予
算
編
成
に
当

た
っ
て
は
、
住
民
の
要
望
を
十
分

に
し
ん
酌

し
ゃ
く

し
、
必
要
と
認
め
ら

れ
る
行
政
需
要
に
積
極
的
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
分
庁
方
式
に
よ

る
事
務
事
業
の
簡
素
化
や
事
業
の

峻
別
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
な

フ
ル
・
デ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン
が
始
動

ま
ち
を
夢
と
活
力
と
福
祉
で
満
た
す
計
画
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